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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第１区分
【発行日】平成29年4月27日(2017.4.27)

【公開番号】特開2015-206618(P2015-206618A)
【公開日】平成27年11月19日(2015.11.19)
【年通号数】公開・登録公報2015-072
【出願番号】特願2014-85775(P2014-85775)
【国際特許分類】
   Ｇ０１Ｐ  15/00     (2006.01)
   Ｇ０８Ｃ  19/00     (2006.01)
   Ｇ０１Ｃ  19/5776   (2012.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０１Ｐ   15/00     　　　Ｚ
   Ｇ０８Ｃ   19/00     　　　Ｈ
   Ｇ０１Ｃ   19/56     ２７６　

【手続補正書】
【提出日】平成29年3月23日(2017.3.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４０】
　入力マルチプレクサー回路１１は、タイミング制御回路１６が出力する第１レート（１
）のクロック信号に基づいて、慣性センサー１００の検出軸のうち１つを選択して増幅回
路１２に信号を出力する。図１に示される例では、入力マルチプレクサー回路１１は、ス
イッチＳＷ１Ｎ、スイッチＳＷ２Ｎ、スイッチＳＷ３Ｎ、スイッチＳＷ１Ｐ、スイッチＳ
Ｗ２Ｐ及びスイッチＳＷ３Ｐを含んで構成されている。スイッチＳＷ１Ｎの第１端子は慣
性センサー１００のＸ軸負端子１Ｎに接続されている。スイッチＳＷ２Ｎの第１端子は慣
性センサー１００のＹ軸負端子２Ｎに接続されている。スイッチＳＷ３Ｎの第１端子は慣
性センサー１００のＺ軸負端子３Ｎに接続されている。スイッチＳＷ１Ｐの第１端子は慣
性センサー１００のＸ軸正端子１Ｐに接続されている。スイッチＳＷ２Ｐの第１端子は慣
性センサー１００のＹ軸正端子２Ｐに接続されている。スイッチＳＷ３Ｐの第１端子は慣
性センサー１００のＺ軸正端子３Ｐに接続されている。スイッチＳＷ１Ｎ、スイッチＳＷ
２Ｎ及びスイッチＳＷ３Ｎの第２端子は、増幅回路１２の負入力端子に接続されている。
スイッチＳＷ１Ｐ、スイッチＳＷ２Ｐ及びスイッチＳＷ３Ｐの第２端子は、増幅回路１２
の正入力端子に接続されている。入力マルチプレクサー回路１１は、スイッチＳＷ１Ｎと
スイッチＳＷ１Ｐ、スイッチＳＷ２ＮとスイッチＳＷ２Ｐ、スイッチＳＷ３Ｎとスイッチ
ＳＷ３Ｐを、第１レート（１）のクロック信号に応じて順次切り替えることによって、慣
性センサー１００の検出軸のうち１つを選択して増幅回路１２に信号を出力する。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４４】
　ハイパスフィルター１５は、タイミング制御回路１６が出力する第１レート（１）のク
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ロック信号に基づいて、ローパスフィルター１４の出力信号をハイパスフィルター処理し
て、慣性センサー１００の出力信号に基づき物理量（本実施形態においては加速度）に応
じた検出信号を出力する。
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